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るため、2018 年 4 月、「フランスについてのアンケート」を実施した。対象は、群馬大学教養フランス語（4
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（57 名）。フランス革命と回答した学生は 46％に上った（52 名）。40％強がフランスパンを挙げ（46 名）、3
分の 1 弱がエッフェル塔を挙げている（38 名）。以下、航空機（28 名）、ぶどう（26 名）、服・ファッショ
ン（18 名）、原子力発電（16 名）、小麦（16 名）、観光（15 名）、フランス料理（15 名）、農業（14 名）、チー


















学生が挙げたものは、多い順に、富岡製糸場（19 名）、現友好国（14 名）、オレンジーナ（3 名）、第二次世








年 6 月 8 日現在、フランス柔道連盟に所属するフランス全土の柔道家の数は 53 万 5,961 人に上り、そのうち、
　表２　フランスと日本・群馬の関係 （人）
複数クラスで回答 単数クラスで回答
富岡製糸場 19 オレンジーナ 3 東京タワーエッフェル塔 1 日本アニメ人気 1
現友好国 14 フランダースの犬 2 製糸業 1 サッカー選手移籍 1
第二次世界大戦時に敵対 3 ポール・ブリュナ 2 東日本大震災後の牡蠣 1 群馬フランスの形似 1
ガトーラスクハラダ 2 柔道 2 原子力発電の連携 1 貿易が盛ん 1
群馬とフランス 99
初心者（級取得者）の女性が 14 万 8,968 人、同男性が 34 万 3,123 人、黒帯保持者の女性が 8,358 人、同男
性が 3 万 5,512 人である（Fédération Française de Judo, «La fédération en chiffres»）。日本では、2018 年 3 月




と同様、おそらく、フランス（France）との仮名表記の類似性が、フランダースの犬（A Dog of Flanders）
という回答を導き出したのだろう。この事例は、仮名表記の言語システムの中で物事を考える限り、L と R
の違いは脳裏に上らないことを明白に示している。
　最後に、「知っているフランス語」についての設問を集計すると、全部で 25 種類の回答があった（表 3）。
複数の学生からの回答があったのは、以下の通りである（学生の標記に従いカタカナで記す）：ボンジュー
ル（89 名）、メルシ （ー26 名）、ボンソワール（8 名）、アン・ドゥ・トロワ（3 名）、ジュテーム（3 名）、ジュ
マペル（2 名）、メルシー・ボク（2 名）、ウイ（2 名）。挨拶や謝辞が上位に挙がったのは予想通りであるも
のの、回答の種類としては、間違いも含めて 25 語と少ない。しかし、アンケート回収後、教員が「知って
いるフランス語」についてヒントを与えながら質問すると、どのクラスにおいても、50 語以上のフランス















ボンジュール 89 メルシー・ボク 2 シー 1 サヴァ 1 他の言語
メルシー 26 ジュマペル 2 ボナペティ 1 モンデュ 1 ボンジョルノ 9
ボンソワール 8 エメ 1 サリュ 1 ジュレーム 1 ボーノ 7
アン・ドゥ・トロワ 3 パピヨン 1 ブラン 1 ファティゲ 1 ケセラセラ 1






　総務省統計局「世界の統計 2017」（p.21-22，25）によれば、2016 年のフランス共和国の国土面積は 55 万
1,500km2 で、人口は約 6,470 万人を数える。アンケートでは 1 名の学生が、フランス人口 6 千万と回答して
いた。一方、2016 年の日本の国土面積は 37 万 7,971km2 で、人口は約 1 億 2,690 万人である。つまり、フ
ランスでは、日本の約 1.5 倍の国土に、約半数の人々が暮らしていることになる。人口の年代ごとの構成比
をみると、フランスの人口ピラミッドは典型的な釣り鐘型をしており、少子化問題は克服されている（「世






（2016 年 12.2％）、「自動車」（同 10.6％）、「電気機器」（同 9.2％）の順である。輸出総額については、最大
のシェアを占めるのは「原子炉・ボイラー・機械類」（2016 年 11.7％）であり、次に、「航空機・宇宙飛行体」








門の 1 位は「航空機・宇宙機器」、2 位が「穀物、穀物壱次加工品」、3 位が「ワイン、アルコール飲料」で




16.1％）、モロッコ（同 10％）、ブラジル（同 10％）、米国（同 7.4％）である（JETRO，p.3）。ドイツとス
ペインというユーロ圏 2 か国への輸出が全体の 59.7％を占めているのが目を惹く。他方、同年のフランスの

















Japan Expo は「毎年 7 月にパリで行われる世界最大級の民間主催の日本文化紹介行事だが、2017 年には約
24 万人が集まった」（2017 年 7 月 6 日～9 日開催）。さらに、日仏交流 160 年周年を祝って、「2018 年には、
日本文化の粋を一堂に集めた大規模な文化行事『ジャポニスム 2018』をパリを中心に実施予定」である。
　文化交流団体については、「仏日友好関連団体 155 団体（2017 年 7 月現在）が、フランス各地で日本の文
化普及事業、日仏文化交流事業を実施」している（外務省「フランス共和国（French Republic）基礎データ」）。
他方、日本におけるフランス文化交流協会（associations）は、現時点で、千葉、埼玉、岡山、滋賀などの
数県を除き、日本全国に存在する（Ambassade de France à Tokyo）。また、「700 以上の日仏大学間協定の締結」




　要人の往来も多い。日本の閣僚級の要人が 2014 年には 18 名、2015 年には 12 名、2016 年には 6 名、2017
年には 11 名が渡仏している。安倍総理大臣は（第 2 次内閣以降の）2013 年から 2018 年 2 月までの期間中
に 4 回渡仏している（外務省「総理大臣の外国訪問一覧」）1）。フランスからも同様に、閣僚級の要人が 2013
年に 10 名、2014 年に 5 名、2015 年に 9 名、2016 年に 5 名が来日し、それに加え、オランド大統領は 2013
年と 2016 年に 2 回来日している（外務省「フランス共和国基礎データ」）。
　経済面では、「約 490 社の日本企業がフランスに進出し、累計約 7 万 4,000 人の雇用を創出し、フランス
にとって、日本はアジア最大の対仏投資国となっている」（外務省「フランス共和国基礎データ」）。多くの
日本系企業がフランスに進出し、かつ、文化交流も盛んなことから、在留邦人数（海外に 3 か月以上在留し
ている日本国籍を有する者）はフランス全土で 4 万 1,641 人に上り、これは在米邦人数の 42 万 1,665 人や在
中邦人数の 12 万 8,111 人には遠く及ばないものの、2014 年から 2016 年まで韓国より上位につけて、国別の
9 位に入っている（外務省領事局政策課 p.14，p.28）2）。逆に、日本に在留するフランス人の数は約 1 万 2,273
















てヨーロッパ中に広まり、その中には、彩色の挿絵で飾られた写本も存在した（Gallica, «Un Japon rêvé du 
XVI au XVIII siècle»）。フランス語訳が出版されたのは約 250 年後の 1556 年である。日本はその中で Chi-
pango と呼ばれ、黄金の国と描写された。その後も、イエズス会が信仰啓発のために、日本で殉教したキリ





アムステルダムで Iaponiae nova descriptio（新日本地図）が編集されている。また、複数のアジア地図でも、
日本の地理的位置と形が確認できる。17 世紀には日本メインの地図が複数印刷され、18 世紀になると地図
はますます詳細になっていった（Gallica, «Cartes et Plans»）。これらの日本地図はまだ形が不正確であるも
のの、ローマ字表記の旧地名が記載されており、授業で提示する資料として非常に有益である。
　このように、18 世紀のヨーロッパでは日本に関する情報が広まっていた。例えば、フランス啓蒙思想時
代の大著『百科全書』L’Encyclopédie ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiers にも、日本の











我々の後に生まれ来る人々に伝えることである」（ENCCRE, «Qu’est-ce que l’Encyclopédie？»3））と、彼は
記した。そして、これらの知識の中に、日本についての情報も含まれていた。
　『百科全書』の刊行は 1751 年から 1772 年まで 20 年以上に及んだが、日本では、1751 年は 8 代将軍徳川










例えば、SIKOKF という項目には、「日本帝国を形成する 3 つの大きな島のうち 3 番目の島。ほぼ四角形を




　Mino 王国の都市で、Nobunanga 王により建てられた。彼は Mino 王国から日本王国の制覇へと向かった。






万石（mankokfs）、山陰道（SANINDO）は 123 万石、山陽道（SANJODO）は 270 万石、東海道（TOOKAIDO）








フランツ・フォン・シーボルト（Philipp Franz von Siebold）が日本についての著書を出版した。その仏語訳
は、Voyage au Japon exécuté pendant les années 1823 à 1830: ou, Déscription physique, géographique et historique 
de l’Empire japonais, de Iezo, des îles Kuriles méridionales, de Krafto, de la Corée, des îles Liu-Kiu, etc., etcという題






















よる。「TOOSANDO は、日本帝国の 7 つの大きな地方のうちの 1 つの名前であり、東の国という意味である。
そこには、Oomi、Mino、Fida、Sinano、Koodsuke、Simoodsuke、Mutsu、Dewa の 8 つの地方が含まれる。























糸と蚕卵の調達にあった。徳川幕府もそれに応え、1865 年 9 月に、将軍慶喜は 1 万 5,000 ケースの蚕の卵を
ナポレオン 3 世に送っている（ポラック，p.34）。群馬県産の蚕卵も、江戸時代末期にあたる 1864～1868 年
のいずれかの段階で、フランスに輸出されていた。その事実は、1868 年にフランスで出版された Traité de 













を雇用した。その後、1872 年に富岡製糸場は操業を開始した。翌 1873 年には、富岡製糸場産の生糸がウィー
ン万博博覧会で二等賞を受賞した（ポラック，p.126）。
　富岡市教育委員会による詳細な調査『富岡製糸場のお雇い外国人に関する調査報告』によると、ポール・
ブリュナは、Drôme（ドローム）県 Bourg de Péage（ブール・ド・ペアージュ）市の有力な家族の出身であ
る（富岡市教育委員会，p.46-47）。特に、祖父のブリュノ・フランソワ・ブリュナ（Bruno François Bruna 
1765～1835 年）は、フランス革命と第一帝政ならびに 7 月革命という激動の時代を生き抜いた人物で、地
主兼商人として年間 6,000～9,000 フランもの収益を得て、1802～1803 年には 630 フランの税金を納め、市
の高額納税者の 1 位だった（富岡市教育委員会，p.2-3）。佐野栄一によれば、バルザックの小説『ゴリオ爺
さん』の中で、19 世紀前半（1810 年代）の平役人の年収は 1,200 フランであったとされており（佐野，p.71）、




タール商社に入社した。1866 年 3 月に来日して、同商会の生糸検査人として活躍した後、1871 年に明治政






リカへのそれを上回っていた。例えば、西尾敏和によれば、1890 年（明治 23 年）にはフランスへ 11,894kg




は群馬と（そして、富岡製糸場と）遠からぬ縁にあるからだ。ジュール・ヴェルヌの小説 Le Tour du monde 
en quatre-vingts jours は、1878 年に、川島忠之助によって『新説八十日間世界一周』という題で、慶應義塾
出版社から刊行された。それまで、フランスの小説は英語訳から重訳されていたが、川島の訳は日本初のフ









　しかも、翻訳者の川島忠之助は、1867 年末（あるいは 68 年末）に横須賀製鉄所（造船所の前身）に製図




















は「日系企業約 490 社が約 760 拠点を設置しており、およそ 74,000 人の雇用を創出」しているが、その
29％が自動車関連の企業である（フランス大使館貿易投資庁「フランス進出企業リスト 2016」）。群馬県の







　群馬県が現在のフランスで、ある程度知られていることは、Michelein Travel Partener から出版された






















 1．Ambassade de France à Tokyo, https://jp.ambafrance.org/Presence-francaise-au-Japon-6919（最終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
 2．BNF-Gallica, France-Japon, http://gallica.bnf.fr/html/und/asie/france-japon（最終閲覧日 2018 年 2 月 20 日）．
 3．BNF-Gallica, France-Japon,«Cartes et Plans», Accès chronologique, http://gallica.bnf.fr/html/und/asie/ acces-chronologique（最
終閲覧日 2018 年 2 月 20 日）．
 4．BNF-Gallica, France-Japon,«Les Japonais en images», http://gallica.bnf.fr/html/und/asie/les-japonais-en- images（最終閲覧日
2018 年 2 月 20 日）．
 5．BNF-Gallica, France-Japon,«Un Japon rêvé du XVI au XVIII siècle», http://gallica.bnf.fr/html/und/asie/ un-japon-reve-du-xvie-
au-xviiie-siecle（最終閲覧日 2018 年 2 月 20 日）．
 6．ENCCRE, http://enccre.academie-sciences.fr/encyclopedie/（最終閲覧日 2018 年 2 月 20 日）．
 7．ENCCRE,«Qu’est-ce que l’Encyclo- pédie?», http://enccre.academie-sciences.fr/encyclopedie/document ation/?s=1&（最終
閲覧日 2018 年 2 月 20 日）．
 8．Fédération Française de Judo,«La fédération en chiffres», https://www.ffjudo.com/la-federation-en-chiffres（最終閲覧日 2018
年 6 月 8 日）．
 9．外務省領事局政策課「海外在留邦人数調査統計 平成 29 年度要約版平成 28 年（2016 年）10 月 1 日現在」，p.14，p.28，
http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000260881.pdf（最終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
10．外務省「総理大臣の外国訪問一覧 2006（平成 18）年 10 月から 2018（平成 30）年 2 月まで）」2018 年 2 月 14 日付，
http://www.mofa.go.jp/mofaj/kaidan/page24_000037.html（最終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
11．外務省「フランス共和国（French Republic）基礎データ」，http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/france/data. html（最終閲覧
日 2018 年 2 月 19 日）．
12．群馬県庁「県内企業の海外進出状況（調査年月：平成 29 年 3 月）」，http://www.pref.gunma.jp/06/g0100053.html（最終閲
覧日 2018 年 2 月 23 日）．
三　原　智　子108
13．在日フランス大使館フランス貿易投資庁ビジネスフランス「フランス進出企業リスト 2016」，http://www.businessfrance.
fr/Media/Default/Other％20languages/japonais/LOI_2016_JP.pdf#search=％27％ E7％ BE％ A4％ E9％ A6％ AC％ E3％81％
AE％ E4％ BC％81％ E6％ A5％ AD+％ E3％83％95％ E3％83％ A9％ E3％83％ B3％ E3％82％ B9％ E9％80％ B2％ E5％
87％ BA％27（最終閲覧日 2018 年 2 月 24 日）．
14．財務省貿易統計「貿易相手先国上位 10 カ国の推移」輸出，http://www.customs.go.jp/toukei/suii/html/data/fy4.pdf（最終閲
覧日 2018 年 2 月 19 日）．
15．財務省貿易統計「貿易相手先国上位 10 カ国の推移」輸入，http://www.customs.go.jp/toukei/suii/html/data/fy5.pdf（最終閲
覧日 2018 年 2 月 19 日）．
16．JETRO「世界貿易投資報告 2017 年度版」フランス編，6p，https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/gtir/2017/34.pdf（最
終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
17．全日本柔道連盟「登録人口推移ならびに平成 29 年度区分別会員登録者数について」，http://www.judo.or.jp/aboutus/
touroku（最終閲覧日 2018 年 6 月 8 日）．
18．総務省統計局「世界の統計 2017」，http://www.stat.go.jp/data/sekai/pdf/2017al.pdf#search=％27％ E4％ B8％96％ E7％95％
8C％ E3％81％ AE％ E7％ B5％ B1％ E8％ A8％88+％ E3％83％95％ E3％83％ A9％ E3％83％ B3％ E3％82％ B9+％ E4％
BA％ BA％ E5％8F％ A3％27（最終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
19．内閣府「世界各国の出生率」，http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/sekai-shusshou.html（最終閲覧日 2018 年 2 月
19 日）．
20．萩原朔太郎記念・水と緑と詩のまち前橋文学館，http://www.maebashibungakukan.jp/sakutaro（最終閲覧日 2018 年 2 月 23
日）．
21．法務省「在留外国人統計（旧登録外国人統計）2017 年 6 月末」，http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_tou-
roku.html（最終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
22．文部科学省「文部科学統計要覧（平成 28 年版）」10．大学，http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/002/002b/1368900.htm（最
終閲覧日 2018 年 2 月 19 日）．
23．株式会社ヴァレオジャパン「会社概要」，http://www.valeo.co.jp/about-valeo-in-japan/valeo-in-japan/valeo-japan-corpo-
rate-profile.html（最終閲覧日 2018 年 2 月 24 日）．
24．小倉クラッチ株式会社「海外関連会社」，http://www.oguraclutch.co.jp/company/foreign-company.html#003（最終閲覧日
2018 年 2 月 24 日）．
25．株式会社ミツバ「グローバルネットワーク」，https://www.mitsuba.co.jp/company/global-network（最終閲覧日日 2018 年 2
月 24 日）．
26．サンデンホールディングス株式会社「海外グループ会社一覧」，www.sanden.co.jp/company/overseas.html（最終閲覧日
2018 年 2 月 28 日）．
27．ダノンジャパン株式会社「会社概要」，http://www.danone.co.jp/company/about/（最終閲覧日 2018 年 2 月 24 日）．
28．日本ミシュランタイヤ株式会社「日本のミシュラン」，www.michelin.co.jp/JP/ja/company/japan.html（最終閲覧日 2018 年
2 月 24 日）．
29．Jean Charton, La France du Second Empire au Japon, 1858-1871, Bulletin de l’Institut Pierre Renouvin, n.43, Printemps, 2016, 
pp.103-112.
30．Le Guide Vert Japon, éd. de Catherine Guégan, Émilie Vialettes, Michelin Travel Partner, 2017, 789p.
31．Sabine Savornin, Du Japonisme et de la peinture, 2008, hal-00258081, 15p.
32．Sira-Kawa de Sendaï (Osyou), Traité de l’éducation des vers à soie au Japon, traduit par Léon de Rosny, Paris, Imprimerie 
impériale, 1868, LXIV-228p, BNF, Gallica, http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k65770757/f217.item（最終閲覧日 2018 年 2 月
26 日）．
33．Sira-Kawa de Séndaï (Osyou), ibid., Planche XXI, http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k65770757/f291.item#（最終閲覧日 2018
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35．佐野栄一「バルザックの時代の一フラン」，『流経法』，流通経済大学法学部学術研究委員会編，第 5 号，2005-2006 年，
pp.67-99．
36．澤　　護「富岡製糸場のお雇いフランス人」，『千葉敬愛経済大学研究論集』，1981 年，pp.193-216．
















１）第 2 次内閣以降、安倍総理大臣が 2018 年 2 月までに 4 回以上訪問した国は、フランス以外に、米国、ロシア、ベルギー、
ドイツ、イタリア、イギリス、インドネシア、シンガポールである。










５）«ANZUQUIAMA, ville du royaume de Mino, bâtie par le roi Nobunanga, qui du royaume de Mino passa au royaume du Japon. 
Les Japonois appelloient le territoire d’Anzuquiama le paradis de Nobunanga. C’étoit en effet une contrée délicieuse, à en juger 
sur la description du P. de Charleroix, voyez son Hist. du Japon: mais à la mort de Nobunanga son superbe palais fut brûlé, & les 
immenses richesses qu’il contenoit furent pillées. Les Jésuites perdirent dans cet incendie un magnifique séminaire que Nobu-
nanga leur avoit bâti, & où ils élevoient toute la jeune noblesse Japonoise.»




７）1862 年のロンドン万国博覧会には日本は非公式に参加していた（Savornin，p.2）。ちなみに、Savornin によれば、10 年
後の 1878 年のパリ万博では、日本の展示品はさらに大きな成功を収めた（Savornin，p.2，n.3）。
８）«TOOSANDO: c’est le nom d’une des sept grandes contrées de l’empire du Japon. Toosando signifie la contrée orientale. Elle 
comprend huit grandes provinces qui sont Oomi, Mino, Fida, Sinano, Koodsuke, Simoodsuke, Mutsu & Dewa. Les revenus de ces 
huit provinces de la contrée orientale montent à 563 mankokfs de riz.»
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